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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

６月定例会の主な内容

11 日招集・会期 17 日間

一般会計補正予算など原案可決

　平成２５年第２回定例会が６月１１日招集

され、２７日までの１７日間の会期で開かれ

ました。

　歳入・歳出予算の総額に９，０８７万４千

円を追加し、総額を２６８億３，０８７万４千

円とする一般会計補正予算や職員の給与

の臨時特例に関する条例の制定などの１５

議案が提出され、議案の提案理由の説明

がありました。

　１７・１８日の２日間一般質問が行われ、

市当局の考えをただしました。

　議案はそれぞれの常任委員会に付託さ

れ、１９日から２１日にかけて慎重に審査を

行いました。

　２７日本会議では、各常任委員会の委員

長から付託された議案の審査結果の報告

があり、採決の結果すべての市長提出議

案を原案のとおり承認・可決、請願の取

り下げ１件を承認、陳情１件を不採択と

決定しました。

　なお、議案および請願・陳情の審議結

果は、１３ページ「審議した議案等とその

結果」のとおりです。

一般質問項目表個人質問

●印については、質問と答弁の内容を次ページ以降に掲載しています。

大 矢　 一 夫
（民政クラブ）

●統合小学校について
・校務システムのクラウド化について

詫 間　　 茂
（民政クラブ）

●ピロリ菌の検査と除菌治療の保険適用について
・元気印かんおんじ２１第２次ヘルスプランについて
・観音寺市総合振興計画・後期基本計画について
・地元業者の受注促進について

立 石　 隆 男
（民政クラブ）

●観光の振興について
・情報・通信基盤の整備について

黒 川 健 太 郎
（民政クラブ）

●平成２４年度の決算状況について
・河川へのゴミ不法投棄防止対策について

大 平　 直 昭
（民政クラブ）

●豊浜小学校の建て替えについて
・学校における防災教育について

大 久 保 隆 敏
（市民クラブ） ●萩原小学校の統合について

井 上　 浩 司
（民政クラブ）

●讃岐ジオパークへの取り組みについて
・生活保護の自立支援について

安 藤　 忠 明
（ 公 明 党 ）

・南海トラフ巨大地震について
●交通マナーについて
・障がい者施策について

篠 原　 重 寿
（社会民主党）

・交流定住促進施策について
●第２次ヘルスプランについて

安 藤　 康 次
（ 無 所 属 ） ●市の防災対策の取り組みについて

安 藤　 清 高
（日本共産党）

・臨時職員の現状について
・有形文化財の状況について
・待機児童について
・予防接種の現状について
●新市民会館の管理運営について
・市長への提案（市長への手紙）について

伊 丹　 準 二
（民政クラブ）

・子育て支援対策について
●コミュニティーの醸成について
・経済対策としての公共工事のあり方について

友 枝 俊 陽
（市民フォーラム）

●子ども課の創設について
・本市の教育について
・公園整備と安全対策について

原　 俊 博
（市民フォーラム） ●アートトイレについて

高 橋 照 雄
（ 無 所 属 ）

●防災について
・財政について

石 山　 秀 和
（ 公 明 党 ）

・食育について
●障がい者の自立・就労支援について

大 賀　 正 三
（民政クラブ） ●市の活性化について

五 味 伸 亮
（市民フォーラム）

・ホームページのスマートフォン対応について
●土曜日授業の復活の提案について
・若者の投票率、政治参加の向上について
・新市民会館と周辺整備について
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

で
市
税
は
８４
億
７
、
８
４
８
万

円
、
地
方
交
付
税
は
６１
億
９
、

１
１
７
万
９
、
０
０
０
円
、
国

庫
支
出
金
は
２４
億
４
７
１
万
３
、

０
０
０
円
、
繰
入
金
は
６
億
８
、

８
９
３
万
６
、
０
０
０
円
。
ま

た
、
市
債
の
平
成
２４
年
度
末
現

在
高
は
３
２
１
億
１
、
７
５
０

万
円
で
あ
る
。
市
税
の
収
納
率

は
、
市
民
税
で
は
９５
・
１３
％
、

固
定
資
産
税
は
９０
・
９３
％
、
軽

自
動
車
税
は
９０
・
１１
％
で
あ
る
。

ま
た
、
特
別
会
計
は
一
般
会
計

と
同
様
、
す
べ
て
が
黒
字
決
算

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　今
年
度
の
施
政
方
針
で
、

豊
浜
小
学
校
は
大
規
模
改
修
に

着
手
す
る
と
あ
り
、
今
年
度
は

２６
年
度
２７
年
度
の
大
規
模
改
修

に
向
け
、
改
修
方
法
の
調
査
や

実
施
設
計
を
行
う
予
定
で
あ
る

が
、
築
後
約
４０
年
の
老
朽
化
施

設
で
あ
り
、
ま
た
学
校
と
し
て

は
特
異
な
建
物
な
の
で
、
今
よ

り
安
全
で
快
適
な
教
育
環
境
に

す
る
に
は
か
な
り
の
経
費
を
要

す
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
こ
で

何
億
円
も
か
け
て
改
修
す
る
よ

理
職
に
よ
る
定
期
的
な
打
ち
合

わ
せ
や
、
各
主
任
な
ど
の
計
画

的
な
打
ち
合
わ
せ
を
実
施
し
て

い
る
。
避
難
訓
練
は
、
避
難
訓

練
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
市
教
育
委
員

会
と
学
校
が
共
同
で
作
成
。
避

難
経
路
な
ど
は
、
開
校
準
備
段

階
で
早
急
に
決
定
し
た
い
。
状

況
に
よ
り
小
学
校 

・
幼
稚
園
・

保
育
所
と
の
連
携
の
も
と
避
難

訓
練
を
行
う
予
定
。

　
　
　胃
ガ
ン
・
胃
炎
・
胃
潰

瘍
・
十
二
指
腸
潰
瘍
の
原
因
の

９０
％
以
上
を
ピ
ロ
リ
菌
が
占
め

て
お
り
、
国
民
の
半
数
の
約
６
、

０
０
０
万
人
が
ピ
ロ
リ
菌
に
感

染
を
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
ピ
ロ
リ
菌
検
査
は
、
呼
気

検
査
と
い
う
簡
単
な
方
法
で
で

き
る
の
で
、
症
状
の
出
て
い
な

い
人
た
ち
に
も
保
険
適
用
を
し

て
多
く
の
人
た
ち
に
ピ
ロ
リ
菌

検
査
を
受
け
て
欲
し
い
と
思
っ

て
い
る
。
保
険
適
用
へ
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

　
　
　胃
潰
瘍
、
十
二
指
腸
潰

瘍
な
ど
の
治
療
を
目
的
と
し
て

医
師
の
指
示
に
よ
り
、
ピ
ロ
リ

菌
検
査
や
除
菌
治
療
を
行
っ
た

場
合
は
保
険
適
用
で
あ
っ
た
が
、

平
成
２５
年
２
月
２１
日
付
け
「
ヘ

リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
感
染

の
診
断
及
び
治
療
に
関
す
る
取

扱
い
に
つ
い
て
」
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
内
視
鏡
検
査
に
お
い

て
胃
炎
と
確
定
診
断
が
な
さ
れ

た
場
合
も
保
険
適
用
と
な
り
、

多
く
の
方
が
保
険
適
用
で
検
査

や
受
診
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。　

　
　瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
は
、

本
年
は
伊
吹
島
で
も
開
催
さ
れ

る
が
、
今
後
も
３
年
ご
と
に
開

催
さ
れ
る
。
ま
た
、
山
間
部
が

舞
台
の
現
代
ア
ー
ト
展
「
か
が

わ
・
山
な
み
芸
術
祭
」
も
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　本
市
は
、
瀬
戸
内
に
浮
か
ぶ

伊
吹
島
か
ら
豊
稔
池
や
雲
辺
寺

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
あ
り
、
海
か

ら
山
ま
で
観
光
資
源
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
を
結
ぶ
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
充
分
で
は
な
い
と
思
う
。

　特
に
、
市
道
大
谷
奥
野
線
は

狭
く
、
大
型
バ
ス
は
す
れ
違
い

が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
の
観
光
の
振
興
を
考
え
る

と
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
だ

と
思
う
。
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　市
道
大
谷
奥
野
線
は
、

当
初
農
道
と
し
て
整
備
さ
れ
て

お
り
、
曲
線
部
が
多
く
、
見
通

し
の
悪
い
箇
所
も
数
多
く
存
在

し
て
い
る
。
本
路
線
は
、
巡
礼

の
大
型
バ
ス
な
ど
車
両
の
通
行

量
も
増
加
し
て
い
る
。

　特
に
支
障
と
な
る
区
間
な
ど

を
調
査
し
、
施
工
可
能
な
箇
所

よ
り
整
備
し
て
い
く
。

　
　
　一
般
会
計
の
決
算
概
要

及
び
市
税
・
地
方
交
付
税
・
繰

入
金
な
ど
の
状
況
。
ま
た
、
市

債
や
主
な
基
金
の
推
移
と
、
固

定
資
産
税
・
市
県
民
税
・
軽
自

動
車
税
の
収
納
率
に
つ
い
て
伺

う
。
ま
た
、
特
別
会
計
の
決
算

概
要
に
つ
い
て
も
伺
う
。

　
　
　一
般
会
計
の
決
算
は
、

歳
入
総
額
が
２
４
９
億
３
、
５

７
４
万
１
、
０
０
０
円
、
歳
出

総
額
は
２
４
２
億
２
、
３
１
５

万
９
、
０
０
０
円
で
形
式
収
支

は
７
億
１
、
２
５
８
万
２
、
０

０
０
円
の
黒
字
で
あ
り
、
翌
年

度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
は
５
億
８
、

５
１
３
万
５
、
０
０
０
円
の
黒

字
で
あ
る
。
主
な
歳
入
の
状
況

　
　
　引
っ
越
し
、
生
徒
交
流
、

避
難
訓
練
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　引
っ
越
し
時
期
は
、
来

年
１
月
頃
竣
工
検
査
を
経
て
引

き
渡
し
を
受
け
た
後
を
予
定
し

て
い
る
。
新
規
購
入
備
品
は
２

月
よ
り
順
次
搬
入
、
既
存
備
品

な
ど
は
小
学
校
で
協
議
調
整
を

行
っ
て
い
る
。
な
お
、
引
っ
越

し
委
託
業
者
を
早
急
に
決
め
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
に
入
る
。

生
徒
交
流
は
１
・
２
年
生
は
生

活
科
で
、
３
年
生
以
上
は
総
合

的
な
学
習
で
、
３
年
「
町
歩
き
探

検
」
４
年
「
有
明
浜
の
海
浜
植

物
の
観
察
」
な
ど
を
年
間
数
回

実
施
。「
修
学
旅
行
」
や
「
宿
泊

学
習
」
を
合
同
で
実
施
し
て
い

る
。
学
校
で
は
毎
月
１
回
の
管

答
弁

質
問

　
  質 

問
答
弁

と

個
人
質
問

大
矢　

一
夫

統
合
小
学
校
に
つ
い
て

詫
間　
　

茂

立
石　

隆
男

ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
と
除
菌

治
療
の
保
険
適
用
に
つ
い
て

観
光
の
振
興
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

黒
川
健
太
郎

平
成
２４
年
度
の
決
算
状
況
に

つ
い
て

質
問

大
平　

直
昭

豊
浜
小
学
校
の
建
て
替
え
に

つ
い
て

質
問
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
　
　①
委
託
後
も
引
き
続
き
、

食
へ
の
関
心
が
持
て
る
よ
う
親

子
給
食
会
、
給
食
試
食
会
な
ど

を
実
施
し
、
地
場
産
品
利
用
拡

大
も
図
っ
て
い
る
。
安
全
面
で

は
、
毎
日
の
献
立
に
つ
い
て
、

学
校
と
連
携
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
状
況
を
把
握
し
、
安
全
確

保
に
努
め
て
い
る
。

　②
市
全
体
の
計
画
と
位
置
付

け
、
総
合
的
、
計
画
的
に
推
進

す
る
。
ま
た
、
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
、
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
、

Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
団
体
と
の
連

携
と
共
に
、
学
校
・
地
域
関
係
機

関
と
連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

　
　
　一
の
谷
川
河
川
堤
防
の

耐
震
診
断
、
そ
の
結
果
と
し
て

の
耐
震
補
強
の
提
案
に
加
え
て
、

来
年
４
月
１
日
統
合
教
育
施
設

の
供
用
開
始
に
合
わ
せ
て
通
学

路
の
「
安
全
・
安
心
」
が
問
題

に
な
る
。
み
な
と
ば
し
児
童
公

園
横
の
市
道
（
河
川
堤
防
）
は

道
幅
も
狭
い
、
前
出
の
提
案
を

含
め
た
港
橋
か
ら
地
蔵
児
童
公

園
ま
で
の
市
道
拡
幅
整
備
事
業

を
提
案
す
る
。

の
説
明
会
の
中
で
統
合
の
必
要

性
の
説
明
や
通
学
支
援
、
そ
の

他
の
要
望
な
ど
を
伺
い
、
地
元

の
賛
同
が
い
た
だ
け
る
よ
う
説

明
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
統

合
の
時
期
を
平
成
２７
年
４
月
を

め
ど
と
し
た
い
旨
の
提
示
を
行

っ
た
。
跡
地
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
意
見
も
伺
い
な

が
ら
、
市
全
体
の
問
題
と
し
て

検
討
し
た
い
。

　
　
　ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
大

地
と
人
間
と
の
関
わ
り
を
テ
ー

マ
と
し
た
、
地
域
ま
る
ご
と
の

公
園
化
と
い
う
発
想
で
あ
る
。

　塩
や
綿
と
い
っ
た
讃
岐
三
白

や
讃
岐
う
ど
ん
も
、
讃
岐
の
大

地
の
成
り
立
ち
と
関
係
し
、
讃

岐
の
ジ
オ
パ
ー
ク
を
代
表
す
る

食
文
化
で
あ
る
。

　ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
認
め
ら

れ
る
に
は
、
素
材
の
良
さ
だ
け

で
は
な
く
、
具
体
的
な
保
全
管

理
と
活
用
方
法
を
定
め
る
必
要

が
あ
る
。

　香
川
県
に
お
い
て
も
、
観
光

活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
経

済
同
友
会
も
県
に
協
力
の
要
請

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
本
市
も
、
そ
の
主
旨
を
理

解
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か

が
お
考
え
か
。

　
　
　ジ
オ
パ
ー
ク
の
ユ
ネ
ス

コ
認
定
に
は
、
香
川
県
を
は
じ

め
市
町
、
民
間
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
の
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
。
今
後
、
県
や
他
市
、
推

薦
団
体
な
ど
の
動
向
を
踏
ま
え

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　悲
惨
な
事
故
が
発
生
し

て
い
る
。
交
通
マ
ナ
ー
を
守
る

こ
と
が
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
携
帯
電
話
で
通
話
し

な
が
ら
片
手
で
の
運
転
が
目
に

つ
く
。
最
近
は
、
女
性
の
方
が

増
え
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
子

ど
も
た
ち
へ
の
影
響
も
考
え
る

と
大
人
の
マ
ナ
ー
が
よ
り
重
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
市
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　本
市
に
お
い
て
は
、
交

通
指
導
員
に
よ
る
市
内
各
所
で

の
立
哨
や
、
警
察
署
の
協
力
の

も
と
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
保

・
幼
・
小
・
中
の
交
通
安
全
教

室
の
実
施
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
公

民
館
主
催
の
高
齢
者
交
通
安
全

教
室
を
開
催
す
る
な
ど
啓
発
活

動
を
行
っ
て
き
た
。

　一
方
で
、
子
ど
も
は
親
の
姿

を
見
て
成
長
し
て
い
く
。
児
童

・
生
徒
に
対
す
る
交
通
安
全
教

育
は
、
幼
稚
園
教
育
や
学
校
教

育
の
中
で
計
画
的
に
指
導
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
な
ど
の
行
事
を
通
し
て
保

護
者
の
交
通
マ
ナ
ー
遵
守
の
重

要
性
に
つ
い
て
、
周
知
し
て
い

く
。　

　
　①
学
校
給
食
の
「
食
育
」

に
つ
い
て
。
２４
年
度
ま
で
は
、

市
調
理
員
が
各
地
区
で
、
親
子

料
理
教
室
な
ど
を
通
じ
て
「
食
」

の
大
切
さ
を
伝
え
て
き
た
。
４

月
か
ら
の
民
間
委
託
後
、
食
育

・
ア
レ
ル
ギ
ー
食
対
応
な
ど
、

安
心
・
安
全
な
給
食
が
引
き
続

き
守
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　②
計
画
推
進
の
た
め
に
は
、

関
係
部
局
の
連
携
が
不
可
欠
。

市
全
体
の
取
り
組
む
体
制
が
必

要
と
考
え
る
が
。

り
は
、
建
て
替
え
を
検
討
す
る

べ
き
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　本
年
度
よ
り
老
朽
し
た

設
備
面
や
内
装
及
び
外
壁
改
修

な
ど
の
大
規
模
改
修
を
予
定
し

て
い
た
が
、
こ
れ
を
見
直
し
、

他
の
市
内
の
小
中
学
校
の
全
体

の
施
設
整
備
計
画
の
中
で
建
て

替
え
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　平
成
２２
年
２
月
２３
日
に

提
示
さ
れ
た
市
立
学
校
等
再
編

基
本
方
針
に
よ
る
と
、
大
野
原

小
学
校
・
萩
原
小
学
校
・
紀
伊

小
学
校
の
統
合
は
お
お
む
ね
５

年
以
内
を
目
指
す
と
あ
る
が
、

統
合
に
向
け
て
昨
年
よ
り
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
自
治
会
関
係
者
な
ど
に
対

し
て
何
回
か
会
合
を
持
っ
た
よ

う
だ
が
、
今
日
ま
で
の
経
緯
と

現
状
を
伺
う
。
ま
た
、
跡
地
に
つ

い
て
は
ど
う
活
用
し
て
い
く
の

か
。　

　
　こ
れ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
の
在
校
生
の
保
護
者
の

み
な
ら
ず
保
育
所
・
幼
稚
園
の

児
童
の
保
護
者
な
ど
に
対
す
る

説
明
会
を
３
回
、
地
元
自
治
会

の
皆
さ
ま
に
対
す
る
説
明
会
を

１
回
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で

答
弁

答
弁

答
弁

安
藤　

康
次

市
の
防
災
対
策
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

篠
原　

重
寿

第
２
次
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

質
問

質
問

安
藤　

忠
明

交
通
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

井
上　

浩
司

質
問

質
問

讃
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

萩
原
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

大
久
保
隆
敏
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

に
な
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
単
位

が
自
治
会
ご
と
と
な
っ
て
お
り
、

小
は
２０
戸
に
満
た
ぬ
も
の
か
ら
、

大
は
９
０
０
戸
を
越
え
る
も
の

ま
で
、
一
様
に
自
治
会
と
し
て

そ
の
補
助
対
象
と
す
る
こ
と
は

不
公
平
で
あ
り
、
早
期
の
是
正

を
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　自
治
会
に
対
す
る
補
助

金
な
ど
を
世
帯
数
に
関
係
な
く

同
額
と
す
る
こ
と
の
公
平
性
に

つ
い
て
は
、
補
助
対
象
と
な
る

も
の
ご
と
に
判
断
す
べ
き
と
考

え
る
。
現
在
、
世
帯
数
の
多
寡

に
よ
り
補
助
さ
れ
る
自
治
会
協

議
会
補
助
金
は
単
位
自
治
会
の

活
動
経
費
で
あ
り
、
公
平
性
が

保
た
れ
て
い
る
。

　自
治
会
館
な
ど
の
建
設
改
修

に
つ
い
て
は
事
業
費
に
対
し
て

の
補
助
額
を
決
定
し
て
お
り
、

今
後
と
も
、
で
き
る
限
り
均
衡

の
と
れ
た
助
成
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

　
　
　国
に
お
い
て
も
子
ど
も

・
子
育
て
に
関
す
る
会
議
で
の

議
論
が
進
ん
で
お
り
、
子
ど
も

・
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は
基

礎
自
治
体
の
考
え
方
が
も
っ
と

重
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

も
、
純
然
た
る
民
間
組
織
と
す

る
の
か
、
あ
る
い
は
、
文
化
事

業
財
団
の
よ
う
な
組
織
を
作
る

の
か
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
。

　会
館
運
営
を
営
利
事
業
と
割

り
切
っ
て
「
も
う
か
る
事
業
し

か
や
ら
な
い
」
と
い
う
企
業
的

な
観
点
だ
け
で
文
化
を
み
る
の

で
な
く
、
支
援
育
成
す
る
と
い

う
立
場
か
ら
有
効
な
方
法
を
検

討
す
べ
き
と
提
案
し
、
当
局
の

考
え
を
伺
う
。

　
　
　市
民
会

館
管
理
運
営
検

討
委
員
会
の
答

申
を
踏
ま
え
つ

つ
市
民
の
皆
さ

ま
に
喜
ば
れ
る

文
化
の
殿
堂
と

な
る
た
め
に
、

議
会
に
も
十
分

説
明
し
な
が
ら
、

市
の
方
針
を
決

定
し
て
い
く
。

　
　
　各
自
治
会
館
の
衛
生
設

備
改
修
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
に
対
し
、

市
自
治
公
民
館
建
設
費
補
助
金

交
付
要
綱
を
一
部
改
正
し
、
よ

り
使
い
や
す
い
補
助
の
あ
り
方

　保
育
所
入
所
と
幼
稚
園
入
学

に
関
す
る
手
続
き
や
就
学
前
の

子
ど
も
に
関
す
る
業
務
、
ま
た

児
童
福
祉
に
関
す
る
手
続
き
な

ど
を
一
本
化
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
思
う
。
全
国
的
に
も
多
く

の
自
治
体
で
一
本
化
さ
れ
て
い

る
が
、
本
市
で
も
早
く
就
学
前

の
子
ど
も
に
関
す
る
業
務
を
一

本
化
し
、
仮
称
で
は
あ
る
が
、

子
ど
も
課
の
創
設
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

　
　
　本
市
に
お
い
て
も
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
就
学
前

の
子
ど
も
に
関
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
を
見
極
め
な
が
ら
適
正
な
組

織
体
制
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　①
約
１
、
３
０
０
万
円

を
か
け
て
建
設
さ
れ
て
い
る
ア

ー
ト
ト
イ
レ
の
意
図
・
主
旨
・

目
的
を
伺
う
。
②
雨
風
の
日
の

利
用
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
③
芸
術
祭
終
了
後
、

無
用
の
長
物
と
な
ら
な
い
よ
う

に
ど
の
よ
う
に
運
用
し
て
い
く

か
。
「
維
持
管
理
を
含
め
」
伺
う
。

　
　
　①
旧
伊
吹
小
学
校
の
運

動
場
に
、
ト
イ
レ
を
ア
ー
ト
作

品
と
し
、
開
催
記
念
の
一
つ
と

し
て
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

開
催
期
間
中
は
、
ア
ー
ト
作
品

「
ト
イ
レ
の
家
」
と
し
て
、
開
催

後
は
、
四
季
折
々
に
島
に
訪
れ

る
方
や
、
地
元
の
人
々
の
憩
い

の
場
の
ト
イ
レ
と
し
て
配
置
す

る
。
②
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
設
計

意
図
で
屋
根
に
開
口
部
分
が
あ

る
が
、
将
来
、
利
用
に
支
障
を

き
た
す
よ
う
で
あ
れ
ば
、
開
口

部
を
ふ
さ
げ
る
よ
う
な
形
に
な

っ
て
い
る
。
③
終
了
後
は
、
伊

吹
島
の
憩
い
の
場
の
ト
イ
レ
と

し
て
使
用
す
る
。
維
持
管
理
は
、

伊
吹
支
所
で
対
応
す
る
。
伊
吹

島
の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

『
ト
イ
レ
の
家
』
と
し
て
管
理
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　河
川
堤
防
の
耐
震
補
強

は
管
理
者
で
あ
る
県
の
検
証
結

果
を
待
っ
て
整
備
が
必
要
な
と

こ
ろ
が
あ
れ
ば
要
望
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
港
橋
か
ら
地
蔵

児
童
公
園
区
間
の
道
幅
は
最
も

狭
い
と
こ
ろ
で
４
・
０
ｍ
。
瀬

戸
町
方
面
か
ら
の
通
学
路
と
し

て
は
、
極
楽
橋
を
今
後
も
利
用

で
き
る
よ
う
、
今
年
度
か
ら
橋

梁
の
「
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」
に

基
づ
き
整
備
を
進
め
る
。
市
道

に
つ
い
て
は
開
校
に
伴
い
交
通

量
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。

通
学
の
生
徒
や
通
園
の
送
迎
車

両
の
状
況
な
ど
を
十
分
調
査
し

た
上
で
、
必
要
で
あ
れ
ば
拡
幅

整
備
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　市
民
の
芸
術
文
化
活
動

の
中
核
施
設
と
し
て
、
新
市
民

会
館
の
管
理
運
営
が
重
要
で
あ

る
。
一
般
公
募
の
３
名
を
含
む

１１
名
の
委
員
で
管
理
運
営
検
討

委
員
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　新
市
民
会
館
を
従
来
ど
お
り

の
教
育
委
員
会
の
一
部
門
と
し

て
市
が
管
理
運
営
す
る
の
か
、

そ
れ
と
も
市
か
ら
独
立
し
た
組

織
で
行
う
の
か
、
そ
の
場
合
で

答
弁

質
問

安
藤　

清
高

新
市
民
会
館
の
管
理
運
営
に

つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

原 　

俊
博

ア
ー
ト
ト
イ
レ
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

伊
丹　

準
二

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
醸
成
に
つ
い
て

質
問

友
枝　

俊
陽

子
ど
も
課
の
創
設
に
つ
い
て
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
　
　①
本
年
４
月
よ
り
、「
障

害
者
自
立
支
援
法
」
が
改
正
さ

れ
、
障
害
者
福
祉
制
度
の
問
題

と
利
用
者
負
担
の
問
題
が
ど
の

よ
う
に
見
直
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

②
「
障
害
者
雇
用
促
進
法
」
も

４
月
か
ら
改
正
さ
れ
、
全
て
の

事
業
主
は
、
法
定
雇
用
率
以
上

の
割
合
で
障
害
者
を
雇
用
す
る

義
務
が
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
概
要
と
本
市
の
雇
用

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　①
「
障
害
者
総
合
支
援

法
」
は
、
課
税
世
帯
で
は
、
原

則
１
割
負
担
だ
が
、
上
限
が
３

７
、
２
０
０
円
に
設
定
。
今
回

の
改
正
で
は
、
難
病
な
ど
を
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
対
象

と
す
る
こ
と
。
市
が
実
施
す
る

地
域
生
活
支
援
事
業
の
必
須
事

業
に
追
加
。
ま
た
、
障
害
者
の

ニ
ー
ズ
掌
握
を
行
う
こ
と
を
努

力
義
務
と
し
て
い
る
点
が
主
な

改
正
。
②
障
害
者
雇
用
は
、
平

成
２４
年
６
月
１
日
現
在
、
行
政

職
員
２
・
０５
％
、
教
育
委
員
会

２
・
０２
％
、
法
定
雇
用
率
が
適

用
さ
れ
る
企
業
７７
社
の
実
雇
用

率
の
平
均
は
１
・
７９
％
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　ま
れ
に
み
る
高
額
当
選

ロ
ト
７
で
、
本
市
が
テ
レ
ビ
、
新

聞
、
週
刊
誌
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
全
国
的
に
紹
介
さ
れ

有
名
に
な
っ
た
こ
と
は
、
紛
れ

も
な
い
事
実
で
あ
る
。
千
載
一
遇

の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
市
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
べ
き
だ
と
考

え
る
。
銭
形
の
町
金
運
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
の
町
と
し
て
全
国
に

発
信
し
、
本
市
の
特
産
物
を
縁
起

物
と
し
て
売
り
出
し
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
活
性
化
に
取
り
組
む

の
は
、
今
こ
の
時
が
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
う
が
、
市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　今
回
の
宝
く
じ
高
額
当

選
の
情
報
を
う
け
、
商
工
会
議

所
、
観
光
協
会
、
商
店
街
連
合

会
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
、
今

後
の
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
へ
の

高
額
当
選
情
報
の
掲
載
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　今
後
は
、
銭
形
の
砂
絵
を
見

た
ら
、
お
金
に
一
生
不
自
由
し

な
い
な
ど
の
言
い
伝
え
を
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
の
一
つ
と
し
て
積

極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

金
運
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
町
、

銭
形
の
町
と
し
て
再
ア
ピ
ー
ル

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　土
曜
授
業
を
取
り
入
れ

て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
の
理
由

と
し
て
、
学
力
の
低
下
や
学
習

指
導
要
領
に
加
え
、
道
徳
教
育

を
詰
め
込
む
負
担
。
数
日
間
休

ん
だ
場
合
の
学
習
の
遅
れ
。
ま

た
、
土
曜
日
の
過
ご
し
方
、
友

達
や
先
生
と
の
時
間
不
足
、
ゆ

と
り
教
育
の
間
違
い
を
正
す
な

ど
さ
ま
ざ
ま
。
県
下
で
は
、
東

か
が
わ
市
、
ま
ん
の
う
町
、
高

松
市
が
取
り
組
み
を
始
め
た
。

特
に
学
力
の
低
下
は
、
大
き
な

財
産
を
失
う
こ
と
に
等
し
い
。

実
施
す
れ
ば
、
学
力
が
保
証
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
土
曜

授
業
を
契
機
に
、
市
の
教
育
が

さ
ら
に
充
実
し
て
い
く
と
期
待

を
し
て
い
る
。
実
施
を
強
く
提

案
す
る
が
、
教
育
委
員
会
の
姿

勢
を
伺
う
。

　
　
　各
学
校
で
は
、
授
業
そ

の
も
の
の
質
を
上
げ
る
こ
と
や

放
課
後
で
の
補
充
学
習
を
実
施

す
る
な
ど
で
、
着
実
な
成
果
を

実
感
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、

土
曜
授
業
の
導
入
は
考
え
て
い

な
い
。
し
か
し
、
国
で
も
議
論

さ
れ
て
お
り
、
国
と
し
て
そ
う

な
れ
ば
、
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
　
　平
成
２５
年
３
月
３１
日
南

海
ト
ラ
フ
に
よ
る
香
川
県
、
地

震
、
津
波
、
被
害
想
定
が
公
表

さ
れ
た
。
現
在
、
教
育
施
設
建

設
中
の
ク
ラ
ボ
ウ
跡
地
は
、
液

状
化
危
険
度
「
Ａ
」「
液
状
化
危

険
度
が
か
な
り
高
い
」
と
な
っ

て
い
る
。
液
状
化
対
策
の
現
状

と
そ
の
進
捗
状
況
及
び
こ
れ
に

よ
る
費
用
の
概
算
を
伺
う
。

　
　
　主
な
液
状
化
対
策
は
、

統
合
小
学
校
校
舎
部
分
に
は
長

さ
１９
ｍ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
を

１
０
６
本
、
屋
内
運
動
場
部
分

に
は
長
さ
２０
ｍ
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
杭
４０
本
、
保
育
所
、
幼
稚
園

の
園
舎
な
ど
で
は
長
さ
１２
ｍ
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
１
９
７
本
を

打
設
し
、
敷
地
内
の
避
難
路
部

分
に
つ
い
て
も
長
さ
６
・
６
ｍ

の
砂
杭
６
２
７
本
を
打
ち
込
む

こ
と
に
よ
り
液
状
化
に
対
す
る

安
全
性
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

グ
ラ
ン
ド
、
園
庭
、
駐
車
場
な

ど
の
液
状
化
対
策
は
敷
地
内
の

避
難
路
部
分
以
外
は
行
っ
て
い

な
い
。
こ
れ
ら
の
対
策
に
要
す

る
費
用
は
概
算
で
２
億
３
、
３

５
０
万
円
で
あ
る
。

答
弁

答
弁

答
弁

大
賀　

正
三

五
味　

伸
亮

市
の
活
性
化
に
つ
い
て

土
曜
日
授
業
の
復
活
の
提
案
に
つ
い
て

質
問

質
問

石
山　

秀
和

障
が
い
者
の
自
立
・
就
労
支

援
に
つ
い
て

質
問

議 会 報 告 会 の お 礼
　５月２６日（日）～２８日（火）の３日間、３月議会の審議結果と今年度予算事業を中心とした議会

報告会を３会場で開催しました。

　市民の皆さまには何かとお忙しい中、多数ご来場いただきありがとうございました。市役所、

市民会館、統合小学校建設や、瀬戸内国際芸術祭など活発に意見交換が行われました。

　また、アンケート調査では、報告会に対する意見や要望、さらには議会活動に対する批判や

激励をいただきました。

　市議会では、これらの意見や要望などを真摯に受け止め、今後の議会活動に活かしてまいり

たいと思いますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。

高
橋　

照
雄

防
災
に
つ
い
て

質
問

答
弁
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６
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果
議　　　　　案　　　　　名 審議結果

※市長提出議案
専決処分の承認について（観音寺市税条例の一部を改正する条例） 承　　認

専決処分の承認について（観音寺市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承　　認

専決処分の承認について（観音寺市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承　　認

観音寺市附属機関設置条例の一部改正について 原案可決

観音寺市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 原案可決

観音寺市職員の給与の臨時特例に関する条例の制定について 原案可決（反対３人）

観音寺市長等の退職手当に関する条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市保育所条例の一部改正について 原案可決（反対４人）

観音寺市総合コミュニティセンター条例の制定について 原案可決

観音寺市農業委員会の農地部会その他の部会を構成する委員の定数に関する条例の一部改正について 原案可決

観音寺市道路占用料徴収条例の一部改正について 原案可決

観音寺市防災会議条例の一部改正について 原案可決

観音寺市災害対策本部条例の一部改正について 原案可決

観音寺市立学校条例の一部改正について 原案可決（反対４人）

平成２５年度観音寺市一般会計補正予算（第１号） 原案可決（反対２人）

※請願
中国銀行旧観音寺支店の有効活用を求める請願の取り下げについて 承　　認

※陳情
年金２．５％の削減中止を求める意見書の提出についての陳情 不採択（賛成１人）

●第２回（６月）定例会

議会の活性化および議員活動に活かすために、下記の内容で視察研修を実施しました。

●議員個々の賛否についてはホームページに掲載しています。

平成２５年５月１３日（月）～１５日（水）

●佐賀県鳥栖市【新鳥栖駅周辺整備事業について】
①立地条件と事業内容

九州地方における交通の要衝に、新しく九州新幹線
の新鳥栖駅が誕生した。
駅周辺の土地区画整理事業を通して、広域交流や企
業活動の活性化を図る。

●佐賀県武雄市【元気再生事業について】（写真①）
①有害鳥獣として駆除したイノシシの特産品化事業
有害鳥獣駆除したイノシシを、食資源として活用し、
特産品化を目指すため、食肉処理施設を建設した。
イノシシ肉の商品・加工品の開発を進めている。

②レモングラスについて
農業の担い手不足や遊休農地の解消を図るため、レ
モングラスの栽培を推進する。産学官連携により、
栽培指導・商品開発・販路開拓を図っている。

●長崎県長崎市【まち歩き観光について】
①長崎さるくについて
観光動向は、団体型から個人型へ、物見遊山から体
験志向に変化してきた。
街全体を観光資源として、まち歩き体験を実施。市
民との協働により、実施している。

●佐賀県鹿島市
【耕作放棄地対策事業・重要伝統的建造物群保存地区対策事業について】（写真②）
①耕作放棄地対策について
山間部の耕作放棄地対策の一つとして、牛の放牧を実施している。

②重要伝統的建造物群保存地区対策事業
江戸期の景観を現在に遺す肥前浜宿の事業仕掛けと展開。

委員長　立石隆男、副委員長　伊丹準二
委　員　岡田正德、森谷政義、楠井泰功、安藤忠明、五味伸亮

日　　時

場所・事項

参  加  者

建設経済委員会の行政視察の報告

①武雄市　食肉加工センター

②鹿島市


